オホーツクブランド認証・オホーツクブランドプレミアム認証制度要綱

（目的）

第１条　この要綱は、オホーツク地域の産業振興の一環として、地域資源を活用した経済の活性化を図るため、オホーツク地域で生産されている優れた加工食品に、オホーツクブランドとして認証する「オホーツクブランド認証」(以下「ブランド認証」と言う。)及び「オホーツクブランドプレミアム認証」（以下「プレミアム認証」という。）について、必要な事項を定め、オホーツク地域の特産品を地域ブランドとして育て、地域経済の活性化を図ることを目的とする。
（オホーツクブランド推進委員会の設置）

第２条　「オホーツクブランド認証」及び「オホ―ツクブランドプレミアム認証」のブランド力強化・販路拡大を図るため、ブランド価値の明確化及び情報の発信、広報活動、認証基準の確立等を行う事を目的として、オホーツクブランド推進委員会（以下、「推進委員会」という。）を設置する。

２　推進委員会は理事長の指名をもって組織する。

３　委員の任期は、２年以内とする。

４　推進委員会の運営については、別に定める。

５　委員長は、必要があると認められるときは、委員を構成員とするワーキンググループを設置することができる。
（オホーツクブランド認証審査会の設置）

第３条　オホーツクブランド認証商品の特性に応じた販路開拓に関する事項、ブランド認証基準による「ブランド認証」の選定、プレミアム認証基準による「プレミアム認証」の選定をはじめオホーツクブランドのレベルアップを図るため、オホーツクブランド認証審査会（以下、認証審査会という。）を設置する。

２　認証審査会はオホーツクブランド推進委員会の推薦により組織する。
３　委員の任期は、２年以内とする。

４　認証審査会の運営については、別に定める。

（ブランド認証基準及びプレミアム認証基準）

第４条　オホーツクブランドの認証にあたっては、オホーツク総合振興局管内に深く関わる商品であることに加え、次の各号を認証基準とする。

２　原則としてオホーツク総合振興局管内に本社若しくは製造拠点を立地し安定的に製造される商品とする。

３　商品の特徴を反映させるために使用する「主たる原材料」に、オホーツク総合振興局管内で生産される農畜水産物を使用した商品、またはオホーツク総合振興局管内の地域産業資源を活かし経済の活性化に期待できる商品であること。なお、地域産業資源の名称及び地域産業資源に係る地域は別に定めるものとする。

４　オホーツク管内に本社若しくは製造拠点を立地する製造者が自主的に開発した商品を、管外で製造する場合、その理由を付して申請を行うことができる。

５　関係法令や安心・安全に関する基準を満たし、ＰＬ法対象製品についてはＰＬ保険に加入していること。

６　プレミアム認証については、ブランド認証を受けたものの中から、販売売上実績、受賞歴、信用調査、市場調査など勘案し、認証審査会において年１回の審査により決定することとする。
（認証申請・認証決定等）

第５条　オホーツクブランド認証（以下「ブランド認証」という。）とオホーツクブランドプレミアム認証（以下「プレミアム認証」という。）を受けようとする事業者は、各々の認証申請書（申請書兼用の別紙様式１）により事務局に申請するものとする。

２　前項の申請は、認証を受けようとする商品を添付して行うものとする。

３　第１項に規定する申請が行われた場合は、認証審査会において、認証基準と照合・審査し、「オホーツクブランド認証」商品として決定する。

４　オホーツクブランド認証商品のうち、第４条第６項の基準により評価された商品に限り「プレミアム認証」商品として決定し通知する。
５　オホーツクブランド推進委員会委員長（以下「委員長」という。）は前項の規定により認証を決定したときは、当該申請者に対して認定書を交付するものとする。なお、認められない場合はその理由書を通知する。

（認証マークの表示）

第６条　第４条の規定により認証を受けた商品の事業者は、別に定めるオホーツクブランド認証マークを当該商品の容器または包装シール添付または印刷表示することができることとし、第４条第６項の場合についてプレミアム認証された場合は、別途プレミアムマークを表示貼付することが出来る。
２　前項のマークのシール添付または印刷表示に要する費用は、認証事業者の負担とする。

３　現在有効なオホーツクブランド認証を受けた商品は、当該認証の有効期間の満了する日迄、オホーツクブランド認証マークを当該商品の容器または包装シール添付または印刷表示することができる。
（認証の有効期間及び更新）

第７条　第５条第３項または第４項の規定による認証の有効期間は、認証の日から４年間とする。

２　ブランド認証・プレミアム認証の更新を受けようとする認証事業者は、当該認証の有効期間の満了する日の３ケ月前までに、オホーツクブランド認証・プレミアム認証更新申請書（別紙様式４）により委員長に申請し委員会の再審査を受けるものとする。

３　委員長は委員会による再審査で前項の申請を適当と認められたときは、認証を更新するとともに、当該申請者に対して認定書を交付するものとする。

４　前項の規定により更新される認証の有効期間は、第１項に規定する認証の有効期間の満了する日の翌日から４年間とする。

（認証内容の変更）

第８条　認証事業者は、次の各号に該当するときは、速やかに、当該交付認定書を添付して、オホーツクブランド認証・オホーツクブランドプレミアム認証事項変更届出書（以下「届出書」という。）（別紙様式５）を委員長に提出するものとする。

（１）認証事業者の氏名又は名称若しくは代表者を変更したとき。

（２）認証商品の名称を変更したとき。

（３）認証商品の製造を廃止し、又は中止したとき。

（４）認証商品の包装又は容器に係るデザインを著しく変更したとき。

（５）その他申請書記載事項等に変更が生じたとき。

２　委員長は、前項の届出書が提出されたときは、オホーツクブランド推進委員会（以下「委員会」という。）の意見を求め、認証変更の可否を決定し、オホーツクブランド認証・オホーツクブランドプレミアム認証事項変更承認通知書（別紙様式７）により当該事業者に通知するものとする。
３　委員長は、認証内容の変更を認めた場合は、認定書を交付するものとする。

４　第２項の規定により認証変更を受けた認証商品の有効期間は、変更前の認証期間の残期間とする。

（点検及び指示）

第９条　委員会は、この事業の適正な運用を図るため、委員長の指示で認証したオホーツクブランド認証・オホーツクブランドプレミアム認証記載事項に関する点検を行うことができる。

２　認証事業者は、前項の規定に基づいて委員会が行う点検に協力するとともに、その指示に従うものとする。

（事故等への対応）

第10条　認証制度は、事業者の意志による申請を前提に、自主申告・自主管理を原則とすることから、認証した商品に問題が生じた場合の責任は、事業者自身に帰属するものであり、認証商品の流通や販売、認証商品の消費や使用において事故等が発生したときは、一切の責任を負うこと。

２　認証事業者は、前項に定める事故等が発生したときには事務局に速やかに連絡すること。なお、事務局の指示があったときは、その報告書を提出すること。

３　事務局が認証商品の苦情等を受け付けたときは、認証事業者に対し速やかにその内容を連絡する。認証事業者はこれに誠意をもって対応し、その状況を報告すること。

４　委員長は事故等の内容を一般に広く知らせる必要があると認めるときは、公益財団法人オホーツク地域振興機構のホームページでその内容を公表する。

５　委員長は前項の公表により、認証事業者及びその取引先において、経済的な損害その他不測の事態が発生した場合でも一切の責任及び負担を負わないものとする。

（認証の取消し）

第11条　委員長は、製造事業者が次のいずれかに該当すると認めるときは、当該商品に対する認証を取り消すことができる。

（１）認証の取り消しの届け出があったとき

（２）認証マークを不適正に使用したとき

（３）その他認証を取り消すべき重大な事由が生じたとき

２　委員長は、この要綱に重大な違反をして認証を受け、またはオホーツクブランドに対する信頼を失墜させる行為を行った者がある場合、直ちに当該者の受けた認証商品の取り消しを行い、再度の認証申請も拒否することができる。

３　委員長は、第１項の規定に基づき認証を取り消した場合は、認証事業者にその旨通知するものとする。

４　第１項第１号の認証の取り消し届け出は、オホーツクブランド認証・オホーツクブランドプレミアム認証取消届出書（別紙様式６）により行うものとする。

（補足）

第12条　この要綱に定めるもののほか、この事業の実施に関し必要な事項は委員長が定める。

附則
　　この要綱は、平成２９年６月２７日から施行する。
　

オホーツクブランド推進委員会設置要領 
（趣　旨）

第１条　「オホーツクブランド認証」商品及び「オホ―ツクブランドプレミアム認証」商品のブランド力強化・販路拡大を図るため、ブランド価値の明確化及び情報の発信、広報活動、認証基準の確立等を行う事を目的として、オホーツクブランド推進委員会（以下、「推進委員会」という。）を設置する。

（審議事項）

第２条　推進委員会の審議事項は次のとおりとする。

（１）オホーツクブランド価値の明確化
（２）オホーツクブランド情報の発信、広報活動の展開
（３）オホーツクブランド認証基準、オホーツクブランドプレミアム認証規準の確立
（４）「オホーツクブランド認証商品、プレミアム認証商品」のブランド力強化・販路拡大方策等によるブランドのメリット確立
（５）オホーツクブランド認証書・オホーツクブランドプレミアム認証書の発行

（６）その他、オホーツクブランド認証制度の目的達成のために必要な事項

（組織）

第３条　推進委員会の組織は次のとおりとする。

（１）推進委員会は、オホーツク管内の学識経験者や行政、金融機関等で構成し、（公財）オホーツク地域振興機構の理事長が指名する。

（２）推進委員会の委員長及び副委員長は、委員の互選により選出する。

（３）推進委員会は、必要に応じ、上記（１）に掲げる以外の者を出席させることができる。

（４）委員長は、必要があると認められるときは、委員を構成員とするワーキンググループを設置することができる。

（運営）

第４条  推進委員会の運営は次のとおりとする。

（１）推進委員会は、委員長が主宰する。

（２）推進委員会の庶務は、公益財団法人オホーツク地域振興機構が行う。

（その他）

第５条　この要領に定めるものの他、推進委員会の運営に関し必要な事項は公益財団法人オホーツク地域振興機構理事長が別に定める。
附則
　　この要綱は、平成２９年６月２７日から施行する。
オホーツクブランド認証審査会設置要領

（趣旨）

第１条　オホーツクブランド認証商品の特性に応じた販路拡大に関する事項、認証基準によるオホーツクブランド認証商品の選定及び市場調査・販売実績等の結果によるプレミアム認証商品の選定並びオホーツクブランドのレベルアップを諮るため、オホーツクブランド認証審査会（以下、認証審査会という。）を設置する。

（審議事項）

第２条　認証審査会の審議事項は次のとおりとする。

（１）認証基準による「オホーツクブランド認証」商品及び「オホーツクブランドプレミアム認証」商品の選定
（２）「各種ブランド商品」の特性に応じた販路拡大等に関する事項
（３）ブランド申請品のブラッシュアップ指導等
（４）その他、オホーツクブランド認証制度の目的達成のために必要な事項

（組織）

第３条　認証審査会の組織は次のとおりとする。

（１）認証審査会は、食品流通・食品加工の専門家等で構成することとし、オホーツクブランド推進委員会の推薦により組織する。

（２）認証審査会の委員長は、委員の互選により選出する。

（３）認証審査会は、必要に応じ、上記（１）に掲げる以外の者を出席させることができる。

（運営）

第４条  認証審査会の運営は次のとおりとする。

（１）認証審査会は、委員長が主宰する。

（２）認証審査会の庶務は、公益財団法人オホーツク地域振興機構が行う。

（その他）

第５条　この要領に定めるものの他、認証審査会の運営に関し必要な事項は公益財団法人オホーツク地域振興機構理事長が別に定める。

附則
　　この要綱は、平成２９年６月２７日から施行する。
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